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ど
雖
薩
轟
難
薩
凱
が
支
援
し
て

―
避
難
プ
雄
轟
整
肇
野
紗
片

共 わ 直 の れ な る い 策 ひ と度 要 て 対 い 誰

す 報 か な 投
｀
要 難 に 支 一 こ 援 害 と題

こ
°
を か く 所 そ に す お 援 人 と 制 時 し に と

６
月

盟
日
か
ら

圏

日
ま
で
開
催
さ
れ
た
、

夕
張
市
議
会
に
お
い
て
、

轟
本
共
産
党
の
熊
谷
桂

子
議
員
は
、
「防
災
の
ま

』
づ
く
り
Ｌ
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
Ｌ
歴
史
釣
遣

産
の
保
全
と
活
用
に
つ

い
て
「
住
民
自
治
基
本

条
例
に
つ
い
て
」
の
４

件
に
つ
い
て
た
だ
し
ま

し
た
。

４
年
ぶ
り
に
質
問
に

た

っ
た
熊
谷
議
員
は
、

３
月

日

口
に
発
生

じ

た
国
難
と
も
い
え
る
東

日
本
大
震
災
と
福
島
第

一
原
発
の
事
故
を
例
に

あ
げ
な
が
ら
、
「自
分
た

ち
の
町
は
大
文
夫
な

の

か
？
何
か
あ

つ
た
時
の

備

え

は

万

全

な

の

か
？
」
と
い
う
市
民
の

不
安
に

つ
い
て
、
答
弁

を
求
め
ま
し
た
。

理

孫

第
１
点
目
に
、
夕
張

の
災
害
で
は
、
地
震
や

大
雨
に
よ
る
崖
崩
れ

ら

水
害

の
危
険
区
域
と
、

そ
の
防
災
対
策
に

つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

答
弁
に
立

つ
た
、
鈴

木
直
道
新
市
長
は
、
夕

張
市
の
が
け
崩
れ
や
水

害

の
危
険
区
域
に

つ
い

て
、
「空
無
振
興
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
じ

て
い
る
」
と
の
答
弁
に
、

熊
谷
議
員
は

「
地
域

ハ

ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を

つ
く

り
、
住
民
に
配
布
し
、

市

鍮
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
を
」

と
再
質
問
し
ま
し
た
。

魏

鮮

鈴
本
市
長
は
ハ
ザ
ー

ド
マ
ツ
プ
は
費
用
が
高

額
に
な
る
た
め
、
新
し

い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

地
域
で
の
避
難
の
機
カ

体
制
づ
く
り

（
幸
）
要

援
護
者
支
援
編
度
に

つ

い
て
答
弁
し
ま
し
た
。

▼
耐
震
化
収
審
所
は

１
万
５
千
人
分

避
難
所
や
食
料
の
備

蓄
に

つ
い
て
た
だ
す
と

隆
北
で
は
文
化
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
や
高
等
養

護

学

校

、

陸
南

で
は

小

・
中

・
高

の
学
校
、

南
部

コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
セ

ン
タ
ー
、
購
滝

の
上
小

学
校
な
ど
な
ど
、
耐
震

化
の
建
物
で
１
万
５
千

人
が
収
容
で
き
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
．

▼二重菱額鋼紛の

し
か
し
、
備
蓄
は
不

足
し
て
い
る
の
で
、
各

家
庭
で
傘
猥
分
の
食
料

ぬ
準
備
を
お
願
い
し
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

轟
驚
嚢

検 発 首 夕 て  い 後 を 連 市 害 口評 被 1は い を る Mか 報 に 状 の 第
討 巳

長 張 世 要 と情 求 圃 長 を ン被 害 2泊 ま 強 プ 0か 告 は で め 一 北
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ど原 海
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｀
ま の とル 使 危 る あ の な の は

じ後 脱 地 あ 子 じ め
｀
か と か な 張

｀
鍵 で 際 し 計 用 険 に る 海 い 収 福

た の 原 の り 育 た た 今 け 関 ら 披 メ 風 康 約 に て 画 す な も と 底 現 束 島

（
幸
）
要
難
護
者
支
援

編
度
と
は
ヨ
清
防
長
に

お
議
を
菫
き
ま
し
た
‥

こ
の
制
度
は

「議
が

一
一人
ひ
と
り
に

難
轟
プ
ラ
暮

⌒ す 立 口祉 当 ざ を ¬難 て 災 必 一
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薇
菫
議
全基
轟
彗
轟
電部
鈎姜時一輌軸爾

雛
　
こ
の
要
編

の
策
定
に

　

６
月

２５
日
、
年
金
者

平
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま

報
告
さ
れ
、
議
長
か
ら

鱒

は
、
国
か
ら
の

「
災
害

組
合
夕
張
支
都

は
第

し
た
。
議
事
次
第
に
も

信
任

』
時
要
援
護
者
の
非
難
支

２４
回
大
会
を
蒲
幌
温

と
づ
き
筒
井
勇
給
執
行

の
意

３
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

泉
で
開
催
し
ま
し
た
。
　
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
の

思
確

「霞
会
か
け
あ
る
記
」

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員

大
門

実
紀
史

「
正
義
の
話
」

米
国
の
ハ
ー
パ
ー
ド
大
学
、
マ
イ
ケ
ル
・サ
ン
デ
ル
教
授
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
コ
こ
れ
か
ら
『
正
義
』
の
話
を
し
よ
う
」
は
政
治
哲
学
の
本
で

す
が
、
大
変
わ
か
り
や
す
く
、
被
災
地
の
復
興
を
考
え
る
う
え
で
も

示
曖
に
富
ん
で
掛
ま
す
。

そ
の
冒
頭
に
は
、
一
一〇
〇
四
年
の
夏
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
貪
口
風
）
が
フ

ロ
リ
ダ
を
襲
っ
た
と
き
に
お
き
た
便
乗
値
上
げ
の
こ
と
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
〓

袋
三
ト
ル
だ
っ
た
氷
が

一
〇
ト
ル
で
売
ら
れ
て
掛
た
」

「屋
根
の
修
理
を
業
者
に
頼
ん
だ
ら
、
少
し
の
作
業
で
二
万
三
千
ト

ル
も
要
求
さ
れ
た
Ｌ
モ
ー
テ
ル
に
避
難
し
て
き
た
老
夫
婦
に
通
常

の
四
倍
の
宿
泊
料
を
請
求
し
た
」
な
ど
な
ど
、
一し
こ
ぞ
と
ば
か
り
に

便
乗
値
上
げ
が
広
が
り
、
被
災
し
た
住
民
の
激
し
機
懇
り
を
買
っ
た

そ
う
で
す
。
サ
ン
デ
ル
教
授
は
、
他
人
の
苦
境
や
不
幸
に
つ
け
こ
む

「
も
う
け
第

一
主
義
」
は
経
済
行
動
と
し
て
正
義
か
、
と
問
掛
か
け

ま
す
。

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
そ
う
掛
う
露
骨
な
便
乗
鐘
上
げ

は
な
く
、
む
し
ろ
被
災
地
の
商
店
で
は
、
食
料
品
や
日
用
品
を
無
料

で
住
民
に
配
っ
た
お
店
も
あ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
と
日
本
人
の

違
機
で
し
ξ
つ
か
。

し
か
し
日
本
の
被
災
地
で
も
、
便
乗
値
上
げ
よ
り
大
が
か
り
な

「も
う
け
第

一
主
義
」
が
し
だ
恥
に
姿
を
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
様
々

な
大
手
企
業
が
公
共
事
業
や
「投
資
」
を
目
当
て
に
現
地
に
入
っ
て

き
て
お
り
、
「
復
興
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
掛
う
言
葉
が
公
然
と
語
ら
れ
て

締
ま
す
。
政
府
や

一
部
の
自
治
体
ま
で
「
民
間
資
本
の
参
入
は
必

要
」
と
歓
迎
す
る
始
末
で
す
。
被
災
地
を
食
い
も
の
に
さ
せ
て
は
な

ら
な
掛
．
復
製
の
あ
り
落
に
お
い
て
も
「正
義
」
が
聞
れ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

観

指
針

の
下
に
、
市
内

民

蜂

生
委
員
、

保
鍵
市
、
社

予
定
の
地
域
担
当
職
員

制
度
を
活
用
し
て
、
各

町
内
会

へ
の
説
明
、
市

民
周
知
を
は
か

つ
て
い

く
考
え
で
す
。

市
内

４４
％

が

６５
歳

以
上
の
高
齢
者
。
高
齢

化
が
い
や
お
う
な
く
進

む
状
況
で
す
。
高
齢
者
、

障
害
外
者

の
災
害
弱
者

の
犠
牲
を
減
ら
す
こ
と

が
目
的
で
す
。

発
難
輻

鈴
木
市
長

の
公
約
で

も
あ
る

「
市
内
防
災
体

制
見
直
し
」
の
政
策
と

し
て
、
消
防
本
部
と
し

て
も
早
急
に
取
り
組
む

予
定
で
す
。

（質
問
の
様
子
は
、

次
号
に
続
き
ま
す
）
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=
福
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協
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会
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ア
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さ 休 ‖
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本 轟 |

年 議 等
導 を の
入 重 開

し散
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組
合
員
は
南
部
発
と
清

あ
と
、
鈴
木
直
道
夕
張

認
が

水
沢
清
陵
町
発
の
２
台

市
長
と
日
本
共
産
党
熊

は
か

開
催
さ
れ
、
議
長
に
は

報
告
、
〈
言
計
決
算
報
告
、

清
水
沢
分
会

の
新
井
良

今
後
の
活
動
方
針
な
ど

の

ノミ

ス

:こ

乗
車
じ

総

谷
桂
子
議
員
か
ら
の

メ

ら
れ

套亀雪
は  が
11 参
時  加
力ヽ  し

ら  ま

ま ツ
ー じセ

年 た |

聞 ・ ジ
の  が
活  紹
動  介
経  さ
過   オし

た ま0し

年金者組合夕張支部大会

夕菫市民ネット 定理盤会目催

無む守ふ目H■
新役員体覇決まる

6操 26日 、夕張の産業篤棄物処理機 建設に反対 し実施

を離止 した 『夕張メロンと夕張りI:の水 を守 る市民ネ ッ ト」

は定錮総会 3_・ 闘き、今後の活動方針 を協議 しま した。これ

までの橋動の成果をふまえ、夕張鈎 自然を大切にす る活動

が当面の課題であることを全会一致で確認 しま した。

役員体制 を新たに し、会

長 に前広報 部 長 の熊谷 泰

昌氏、議間に前会長の清野

宣昭氏が就任 しま した。

また、副会長 に選任 され

た福本昭男氏が『夕張紅葉

曲クルキ地区の生物鞠』と

通 して調査報 告を行 い、『昆虫の生息状況な どを とお して

大切に守 らなければな らない 自然が沢 曲ある」と参加者 に

訴えま した。新事務局長になつた石谷 元晴氏は このクル キ

地 区に居住 じ産廃問題 の現地調査 の ときに絶減危惧種 の

エゾホ トヶ ドジョゥの発見に貢献 しま した。

福島原発 の核廃棄物処理場探 しが議題 になつてい る折
『夕張が候補地になるよ うな ことはないか』と心配す る声

も聞かオしま したな

腱 出 され た 新 響 目の 檀 さん
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